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はなく，政府組織内部での意思決定という次元でも展開されている実態を鮮やかに示した













































































































総合調整」の二つが想定されることを指摘している（片岡 1992 : 103）。こうした「調整」な
いし「総合調整」の働きかけには強い抵抗圧力が加わるかもしれないが，それを跳ね退けるに
は最終的には行政首長及び閣僚がリーダーシップを発揮し，説得による貢献の引き出しと犠牲










ガティブ調整」が重視されるという（片岡 1992 : 106-7）。
加えて，片岡は，ギューリックによる「スタッフ」部門の議論が日本の行政の補佐機構で体






























































































































EU の憲法的存在にあたる基本条約（Treaty on European Union : TEU と Treaty on the














である（手続規則 12条 1項）。手続規則 4条のもとで欧州委員会には四つの意思決定手続き
が定められているが，主たる二つは（a）（委員会会合を含む場での）口頭手続き，（b）書面
による手続きである（10）。立法に関する意思決定は，通常は書面による手続きで，まれに口頭





































































続規則 23条 3項）。2001年 4月より，CIS は電子的な CIS-Net システムを用いて行われて
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会委員長を支援し（手続規則 6条と 20条 3項），他に特別の定めがないかぎり，欧州委員会
のあらゆる会議に出席する（手続規則 10条 1項，20条 3項）。
事務総長は，「委員長によって定められた政治的ガイドラインの文脈において，欧州委員会
が自ら設定した優先順位を達成するように，委員長を支援する」任務を有している（手続規則



























































































































































































































条 4項では，ある場合には，立法過程が一部の加盟諸国や EU 諸機関によって開始されうること，
TEU 11条 4項では少なくとも 100万人の EU 市民によって支持される市民イニシアチブが欧州









⑷ 欧州議会の「手続規則」169条 1項，2項，170条 1項，閣僚理事会の「手続規則」添付文書 3
項，15項。
⑸ アリソンは新資料情報に対応した改訂作業をゼリコウとの共著（Allison and Zelikow 1999）が行
っているが本稿ではアリソン『決定の本質』原典版とその基礎となった学術雑誌掲載論文を参照し
ている（Allison 1969 ; 1971）。
⑹ P＝planning 計画，O＝organizing 組織化，S＝staffing 人事，D＝directing 指揮命令，CO＝co-
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